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新年度の 
ごあいさつ 

校長 寒河江正人 
 

新緑の候 果樹王国ひがしね・おおとみの里は、瑞々しい若葉美しき季節を迎えました。 

 

昨年度は、地域・保護者の皆様より、本校の学校経営に特段のご理解とご協力を賜りましたことに、

この場をお借りしまして、心より厚く御礼申し上げます。 

 

ご縁があって、母校での勤務は、２年目を迎えることができました。地元の子どもたちの教育に携わる

幸せを与えていただきましたことに感謝するとともに、新たな本校教職員を異動でお迎えし、共に働く機会

をいただいたことに喜びを感じているところです。 

 

さて、４月１日、再び港から「大富中学校」という船が出航いたしました。 

この度の船出は、皆様もご承知のとおり、「新型コロナウイルス感染症」の拡大という難題と闘わねば

ならない「嵐」の真っ只中へと向かう一年となります。 

そこで、航海を任される立場として、皆様に申し上げておきたいことがございます。 

もとより私は、浅学菲才の身でありますので、我が身の丈に合ったことしかできません。地域・保護者

の皆様を初め、本校教職員の皆様のお力添えなしには、「大富中学校」という船は、たちまち難破して

しまいます。 

 

今後一年間、お力添えをいただく教育活動におきまして、皆様一人ひとりがお持ちのお知恵とお力

を、本校の子どもたちのために、思う存分、発揮していただきたいのです。 

これが、校長としての「ささやかな願い」であります。 

 

奇をてらった派手さは全く不要です。 

地味でもいい。目立たなくてもいい。裏方に徹してもいい。 

誠実で地道な営みの先にこそ、子どもたちの「確かで豊かな学び」と「健やかな育ち」が結実した姿

があり、それこそが私たちの目指す「事業の成果」だと信じております。 

 

その覚悟で、子どもたちを育てていきましょう。学校を共に創っていきましょう。 

それでは、一年間何卒よろしくお願いいたします。 
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暖かな日和とともに、本校校庭の桜はピンクのつぼみを大きく膨らませ、今まさに開花せんと 

その時を待っております。 

本日ここに、令和２年度東根市立大富中学校入学式を挙行できますことを、諸般の事情 

により、同席叶わなかったご来賓・関係各位の皆様に、心より厚く御礼申し上げます。 

ご家族の皆様、本日は誠におめでとうございます。 

中学校生活へと歩みだしたお子さまの姿を前に、喜びもひとしおのことと存じます。 

さて、４７名の新入生諸君、ご入学おめでとうございます。 

これから君たちは、本校教育目標「世の中のために、主体的に貢献しようとする人材の育成」

の下、教育課程において、次の３つの力を身につけます。 

一つ、多様な集団の中で、他者と協働し、課題を解決する力。 

二つ、様々な場面で、知識・情報・言葉・技能を使いこなす力。 

三つ、自分の感情を制御し、ルールを踏まえ、建設的・計画的に行動する力。 

いずれも、新たな時代、新たな世の中の創造を担い、切り拓く若者には欠かせない力です。 

今、人類は、全世界で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の脅威にさらされています。 

感染者は、１００万人を超えました。亡くなられた方は、５万人を超えました。 

さらに、１５憶４０００万人が学校に通えない状況になっています。 

授業、学校行事、生徒会活動、部活動、お友達と楽しくお話すること、等々。 

今までは普通にやれたこと、それと同じことができないことも、あるかもしれません。 

そのことで誰かに不平不満をまき散らすことは、たやすいことです。でも、解決はしません。 

だからこそ、みんなで建設的に知恵を出し合い、協力し、工夫をして、前に進みましょう。 

今、私たち人類の知恵が試されているのです。粘り強い長期戦の覚悟が必要です。 

必ずや、新型コロナウイルス感染症に打ち勝って、充実した学校生活にしましょう。 

ご家族の皆様、中学校生活は心も身体も成長著しく、思春期は揺れ動く自分自身と向き 

合い、大人への階段を昇る悩みや不安の嵐が激しい時期です。まずは、しっかりと聴いて、 

考えを受け止めてあげてください。 

本校の教職員と共に、お子さまの成長を見守り、支えていきましょう。 

それが私たち大人の務めです。 

地域の皆様方におかれましては、伸び行く新入生を温かく見守っていただくとともに、本校を 

これまで以上に、お支えいただきますようお願い致します。 

結びに、新入生諸君の確かで豊かな学びと健やかな成長、今後の活躍をご祈念申し上げ、

式辞といたします。 

 

入学式（４月７日）校長式辞より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 教職員の異動 転出者と転入者の紹介 

    ◇５・６月 のおもな行事予定 ◇  
５月                        

２２日（金）生徒会総会（→延期）              

２７日（水）地区中水泳大会（→延期） 

２９日（金）中間テスト（→検討中）       

６月   

 １日（月）あんしんの日 

２０日（土）２１日（日）地区中総体（検討中） 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、行事の 

時期、実施については変更になることがありますの

で、ホームページでお知らせします。 

 桜のつぼみも大きくふくらみ始め、暖かい春の日差しを感
じる季節となりました。ぼくたち４７名は、伝統ある大富
中学校に、多くの方々の祝福を受けながら入学します。こ
うして、無事入学することができたのは、小学校の先生方
や家族そして、ここにいる仲間など、たくさんの支えがあ
ったからであり、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。ぼ
くは、ここから始まる中学校で充実した毎日を送るために、
２つの目標を立てました。 
 １つ目は、得意なことをのばすことです。自分の好きな
ことや、得意なことは、これからの進路や、将来の夢につ
ながります。小学校では、自主学習を活用して苦手な事に
も挑戦してきました。中学校ではそれに加えて得意な教科
にも力を入れて、得意なことをのばしながら苦手なことも
克服したいです。 
 ２つ目は、規則正しい生活を送ることです。小学校の授
業で、睡眠が学習や運動で必要な集中力をあげてくれるこ
とを学習しました。よりいそがしくなる中学校生活ですが、
部活で体を動かし、しっかり睡眠をとり、規則正しい生活
を送りたいです。 
 楽しみな気持ちがある一方で、分からないことが多い中
学校生活に不安な気持ちもありますが、この４７名の仲間
と助け合いながら、楽しい中学校生活を送っていきたいで
す。先輩のみなさん、先生方これからよろしくお願いしま
す。 

令和２年度 新入生代表 
髙橋樹生 

 

このたびの人事異動で、８名の教職員が

転入しました。 

教 諭   金子 和子 東根三中より 

教  諭   秋場 友里 東根一中より 

講 師   古山  綾 村山市冨本小より 

講 師  工藤 弘樹 新規採用 

非常勤講師 阿部 賢太 村山市葉山中より 

事務主査  伊藤 真紀 東根二中より 

学校図書館業務補助 髙橋 志穂 東根一中より 

事務補助  瀬野 明美 神町小より 

技能主査   岡田 正幸 神町小より 

このたびの人事異動で、８名の教職員が離任

しました。たいへんお世話になりました。 

教 諭   安孫子正志 山大附属中へ 

教  諭   後藤 美月 東根三中へ 

講 師  鈴木 史隆 東根二中へ 

講 師  佐藤 佑樹 東根一中へ 

非常勤講師  羽柴 純子 天童南部小へ 

主 事  駒林ななか 村山市西郷小へ 

学校図書館業務補助 吉田 正子 退職 

事務補助  渡辺 弥生 東根市建設課へ 

 

式  



 

 

 

4月 13 月

14 火

15 水

16 木

17 金
D‐ラーニング　配付

国語・理科・英語　①
２．５日分

18 土

19 日

20 月
D‐ラーニング　配付

社会・数学　①
１．５日分 国理英回収

21 火

22 水
D‐ラーニング　配付

国語・理科・英語　②
１．５日分 社数回収

23 木

24 金
登校日
これからの学習について　自転車の乗り方について

D‐ラーニング　配付

社会・数学　②
１．５日分 国理英回収

25 土

26 日
D‐ラーニング　配付

国語・理科・英語　③
１．５日分 社数回収

27 月

28 火
D‐ラーニング　配付

社会・数学　③
２．５日分 国理英回収

29 水

30 木

５月 1 金
登校日

振り返り

D‐ラーニング　配付

全教科
１週間分 社数回収

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

始動！ 　 マナビアンサポートシステム
D‐ラーニング

　　　→　③戻ってきたプリントを復習　→　④金曜日に学校で振り返り　→　⑤家でプリント学習　・・・・

大富中学校版通信教育「D-ラーニング」
①家でプリント学習（インターネット等を使いながら）　→　②学習プリントを先生が採点、添削、コメント　　

 

１ヶ月を越える臨時休業になり、学習のことが気
がかりではありますが、本校ではＤ－ラーニング
と銘打って、家庭学習のサイクルを考え、できる
限りのサポートをしたいと考えてきました。 
家庭訪問では、学習に真剣に前向きに取り組む様
子がうかがえます。 

三
年
生
は 

武
道
場
へ 

 

臨時休業が延期されましたが、週１回程度の登校日

を設定するとの通知を受け、本校では４／２４（金）

から毎週金曜日を登校日に設定しました。３密を避

けるために、学年ごと体育館、教室、武道場と場所

を分散して登校しました。学習や生活の状況などを

確認し、自転車の乗り方について学びました。。 

２年生は教室へ 

 

一
年
生
は 

体
育
館
へ 

登校日の時に、各学年とも自転車の乗
り方を再確認！１年生は、校地内で自
転車に乗って交通安全の学習をしま
した。 
自転車安全利用５則をしっかり守り
ましょう。何より自分の命を守るこ
と、歩行者に優しい運転を心がけるこ
とが大事です。 


